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研究成果の概要（和文）： 
オーストリア学派の始祖であるカール・メンガー(1840-1921))について、その伝記的情報を収集した。

具体的には、ヴィーンに住んでからのメンガーの住所、そして彼自身の任官や給与に関わるような公

的文書、さらにはメンガー筆の書評でハイエク版著作集には含まれていないものなどが主たる対象で

ある。作業場所は、オーストリア国立文書館、オーストリア国立図書館、ヴィーン大学文書館、ヴィーン

市・州文書館の四か所である。こうした作業の結果、将来メンガー伝を執筆するための基礎的資料の

一部が確保できたと考えている。この間、2009 年度と 2011 年度に、それぞれオーストラリア経済思想

史学会と北米経済学史学会で、メンガーについての報告を行う機会を得た。 

 
研究成果の概要（英文）： 
For a possible publication of biography of Carl Menger, I gathered various biographical information 

using the following archives and library: The Austrian State Archives, The Austrian National Library, 

The Vienna University Archive, The City and State Archive of Vienna. The material gathered consists 

of information concerning Menger’s exact addresses in Vienna, which are basically unknown to this day; 
his public correspondence with Franz Joseph, the Ministry of Culture, etc. Furthermore I copied his 

book reviews in the Austrian National Library which are not included in the collected works of Menger, 

edited by Friedrich Hayek. Thus the research can be seen as an important step towards the completion 

of Menger’s biography in the near future. Meanwhile I presented papers on Menger in 2009 and 2011, 
at the annual meeting of History of Economic Thought Society in Australia and History of Economics 

Society respectively.   
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研究分野：社会科学 
 
科研費の分科・細目：経済学・経済学説・経済思想 
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ヴィーン新聞、メンガー文庫、ルドルフ皇太子 

 
１．研究開始当初の背景 
 
オーストリア学派の創始者であるカール・メンガ

ーはけっしてマイナーな存在ではない。近時に

おける新自由主義的イデオロギーの台頭による

フリードリッヒ・ハイエクらにたいする再評価も手

伝って、初期のオーストリア学派にたいする一般

的な関心は増している。しかしながら、ウィリア

ム・ジェッフｪの実証的なワルラス研究、とくに伝

記的研究に比すると、メンガーの伝記的情報は

いまだ欠けているといわざるをえない研究状況

にある。わたくしはすでに公刊した学位論文に

おいて、メンガー『原理』公刊以前の伝記的情報

についてはある程度言及したが、その後ヴィー

ン大学に就職してからの活動、とりわけ教育的

活動については多くの課題を残していた。 

 
２．研究の目的 
 

1 に鑑み、メンガーにかんする伝記的情報を収

集し分析することが目的である。 

 
３．研究の方法 
 

メンガーについての一次資料は、メンガー文庫

を所蔵する一橋大学古典資料センター、メンガ

ー・ペーパーズを所蔵するデューク大学パーキ

ンズ図書館特殊コレクション、そしてヴィーンの

各種文書館などにある。メンガー文庫について

は、私はすでに長年にわたって一橋大学でのメ

ンガー文庫の閲覧をふまえた研究を行っており、

またメンガー・ペーパーズについてもその一部

は研究に利用している。今回は、とくにヴィーン

にある各種文書館に所蔵されているメンガー関

係の資料を収集し、メンガー伝執筆のための準

備とする。 

 
４．研究成果 

 

初年度に二回、2010年度に二回、そして最終年

度に一回、ヴィーンを訪問し、研究課題を遂行

した。訪問した文書館、図書館は以下のとおりで

ある。オーストリア国立文書館、オーストリア国立

図書館、ヴィーン大学文書館、ヴィーン市・州文

書館。 

この過程で収集した資料は形式上、つぎのよう

な範疇に分類できよう。 

 
(1)  ヴィーン市・州文書館所蔵のヴィーンでの
メンガーの居住所にかんする資料。これは、レー

マンのマイクロフィルムで閲覧可能な状態にあっ

た。メンガーはかなりの回数にわたってヴィーン

で引越しをしている。晩年に至るほど、リング、ヴ

ィーンの中心から離れていくのは興味深い。自

宅に蔵書を保存していたとすればという前提に

たてば、そのつどの引っ越しはかなり面倒だった

はずである。一般に居住所にかんする情報は伝

記執筆にさいしても基本的な情報だと考えら

れるが、今回の研究で、少なくともヴィーンに定

住してからのメンガーの居住所については一定

の成果が得られたと考えられる。 

 

(2) メンガー筆の書評。メンガーはかならずしも

多作ではないが、一生の間に多くの書評をもの



している。ハイエク編著作集の第四巻末尾には、

ビブリオグラフィが付してあり、その二部は日刊

紙に公表された書評・論説が対象である。しかし

ながら、そのなかで著作集に再録されたものは

少ない。たとえばハンス・フォン・シェール著の

『相続税』についてメンガーは書評を書いている。

それはシェールにたいする批判的論及であると

ともに、そこにうかがわれるメンガーの政策的立

場は興味深い。メンガーの財政学講義ノートは

すでに公になっているので、あわせて彼の租税

論や再分配政策にたいする考えを知ることがで

きる。これは一例にすぎない。今回は、著作集に

付せられているビブリオグラフィをもとにオースト

リア国立図書館に赴き、書評をコピーし読解、分

析を行った。さきに述べたように、書評のなかか

ら浮き彫りにされるメンガー自身の政策的立場と

いうものもあり、今後さらなる分析が必要とされ

る。 

 

(3) メンガーから文部省、文部省からフランツ・ヨ

ーゼフ、あるいはメンガーからフランツ・ヨーゼフ

にあてられたものなど、オーストリア国立文書館

所蔵の資料。以下、ここで収集した資料の一部

について解説する。 

 

1872 年 8 月 7 日付けの、内務大臣からフラン

ツ・ヨーゼフあての書簡。「ヴィーン新聞」につい

ての言及があり、同紙の夕刊である「アーベント

ポスト」のコーナー、「一日の報告」のほとんどが

メンガーによって書かれていると指摘している。

また、「ヴィーン新聞」の経済コーナーの執筆が

もっぱらメンガーによるものだとも指摘している。

従来からも、ヴィーン新聞とメンガーとの関係に

ついては言及はなされてきた。それは、ヴィーザ

ーが直接メンガーから聞いた話として伝えている

「同新聞に市況報告を書くうちに伝統的な経済

理論との齟齬を感じるようになった」というもので

ある。これはある種の成功物語であり、大家とな

ったメンガーがヴィーザーに語る「科学的発見の

プロセス」である。ドイツ語圏では主観的な価値

理論はイギリスの経済学界とはことなりむしろ主

流だったので、この意味でもこの逸話は私には

まったく信じがたいが、「ヴィーン新聞」に市況報

告を書いていたこと自体は、この書簡でも資料

的に裏付けられたことになる。もとより、「一日の

報告」や経済コーナーそれ自体の詳細な分析、

とくに後年のメンガーの経済思想との関係につ

いては今後の課題であるというべきである。なお、

この間メンガーがヴィーナー・ノイシュタットの軍

事アカデミーの准教授として招聘される可能性

があったことも、この書簡にみえている。 

 

1875年 2月 2日付けのメンガーから文部省あて

の書簡。この年の一月下旬に「ヴィーン新聞」の

協力者の職を辞していることが記されている。こ

れにたいする給与は1100 fl だったので、実質的

には五分の二以上の減給となり、それにたいす

る補填的な措置を三つの資料を使って主張した

もの。書物の収集にはお金がかかることも率直

に記されていて興味深い。すでに蔵書は過去二

年間に誇張なく千冊以上増加したと記されてい

る。年平均で換算して、五百冊の購入ペースで

ある。メンガーはまだ三十代だが、蔵書家として

の片鱗はすでにあらわれていることが知られる。 

 

1875 年 9 月 30 付けのメンガーからフランツ・ヨ

ーゼフあての書簡。メンガーが非業の死を遂げ

るルドルフ皇太子の教育係であったことはよく知

られているし、その講義の概要も今日では公表

されているので読むことができる。本書簡は、皇

太子にたいする講義について皇帝に報告をした

もの。講義全体についての方針にも言及されて

おり、とくに経済学における「個人主義者」と「倫

理主義」との対立が後年の方法論争を予示して

いる。なお、この書簡についてはすでにマルガ

レーテ・ボスのメンガー研究で一部、利用されて



いる。 

 

上記の資料収集のほか、学会報告を行った。 

Carl Menger’s Liberalism Revisited 
オ ー ス ト ラ リ ア 思 想史 学会 HETSA2009 
Conference  
2009 年 7月 10 日 
The University of Notre Dame, Australia 
 
Carl Menger and Adam Smith: Scottish Enlig
htenment Revisited 
アメリカ経済学史学会History of Economics So
ciety 
2011年6月19日 ノートルダム大学 

 

また、2012年3月に開催された進化経済学会に

出席し、八木紀一郎氏の報告を拝聴する機会を

得た。八木氏の報告は近著『オーストリア・ドイツ

の経済思想: 主観主義から社会的進化へ』をめ

ぐるもので、報告者との議論のなかで当面の研

究課題の進展にかかわるような示唆を得た。ま

た、経済学史研究の方法についても、質疑応答

を通じて意見交換を行った。 

 

これらの研究成果の一部は以下で紹介する論

文に生かされているが、上述の資料をふまえて

のメンガーの伝記的情報の公表は今後の課題

である。伝記公刊までに解決しなければならな

い問題はなお少なくない。たとえば、メンガー家

の正確な系譜などもその一つである。いままでメ

ンガーとドイツ経済思想史とのかかわりについて

公表していた論文は一定数あるので、とりあえず、

そちらを論文集の形で発表することを考えたい。

欧文の書籍として公表することを考えて、早い機

会に出版元との交渉に入りたい。メンガー伝の

執筆と公表は、それをふまえての作業となろう。 
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